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社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

／
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
（
研
究
代
表

飯
尾
秀
幸
文

学
部
教
授
）
の
今
年
度
２
回
目
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ユ
ー
ラ
シ
ア

地
域
論
の
現
在
｜
交
流
・
交
易
か

ら
み
た
北
と
南
｜
」
が
11
月
17

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
古
代
中
国
の
辺
境
統
治
、
北

部
ベ
ト
ナ
ム
の
陶
磁
器
貿
易
、
９

〜
12
世
紀
の
ア
イ
ヌ
の
交
易
や
日

宋
貿
易
に
つ
い
て
歴
史
学
や
考
古

学
の
研
究
者
４
人
が
講
演
し
１
７

５
人
が
聴
き
入
っ
た
。

　
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ

Ｃ
の
新
津
健
一
郎
氏
は
、
後
漢
時

代
に
中
国
南
部
か
ら
北
中
部
ベ
ト

ナ
ム
に
か
け
て
存
在
し
た
監
察
行

政
区
「
交
州
」
の
社
会
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

　
人
間
文
化
研
究
機
構
総
合
情
報

発
信
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
菊
池
百

里
子
氏
は
、
13
〜
15
世
紀
の
北
部

ベ
ト
ナ
ム
の
陶
磁
器
貿
易
を
、
自

身
が
参
加
し
た
発
掘
調
査
の
写
真

を
紹
介
し
な
が
ら
「
海
域
ア
ジ

ア
」
と
い
う
視
点
で
説
明
し
た
。

　
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民

研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
の
簑
島
栄

紀
氏
は
、
９
世
紀
に
秋
田
城
で
展

開
さ
れ
た
北
海
道
ア
イ
ヌ
の
朝
貢

交
易
を
取
り
上
げ
た
。
ヒ
グ
マ
な

ど
の
毛
皮
類
が
珍
重
さ
れ
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
文
化
圏
（
毛
皮
類
を
産

出
）
と
道
央
の
擦
文
文
化
圏
（
集

荷
・
中
継
交
易
を
担
当
）
の
ア
イ

ヌ
同
士
の
連
携
が
強
ま
り
、
サ
ハ

リ
ン
・
大
陸
側
と
密
だ
っ
た
オ
ホ

ー
ツ
ク
文
化
は
次
第
に
本
州
と
結

び
付
く
擦
文
文
化
に
同
化
し
て
い

っ
た
と
し
た
。

　
神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
髙
橋
昌

明
氏
は
「
平
家
政
権
の
日
中
間
交

渉
の
実
態
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

国
際
貿
易
を
重
視
し
た
平
清
盛
の

国
家
構
想
を
解
説
し
た
。

　
高
久
健
二
文
学
部
教
授
の
司
会

に
よ
る
討
論
で
は
、
活
発
な
や
り

取
り
が
続
い
た
。

　「
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の

人
流
と
倭
国
・
日
本
」
を
研
究
課

題
と
し
て
２
０
１
４
年
に
文
部
科

学
省
「
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基

盤
形
成
支
援
事
業
」
に
採
択
さ

れ
、
今
年
度
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最

終
年
度
。
飯
尾
代
表
は
冒
頭
の
あ

い
さ
つ
で
「
東
ア
ジ
ア
世
界
史
を

よ
り
広
い
視
点
で
捉
え
よ
う
と
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
東
ユ
ー
ラ
シ
ア

に
は
多
く
の
〝
中
心
〞
と
〝
周

縁
〞
が
重
層
的
に
存
在
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
・
交
易
に
よ
っ
て
歴

史
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
」
と
成
果

を
語
り
、
研
究
継
続
に
意
欲
を
示

し
た
。

　
５
年
間
で
通
算
９
回
開
催
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
皆
勤
し
た
２
人
の

参
加
者
に
、
荒
木
敏
夫
名
誉
教
授

か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
柳
ゼ
ミ
で
は
、
税
法
・
税
務
会
計
の

理
論
と
実
践
を
学
ぶ
。
税
理
士
、
公
認

会
計
士
、
国
税
専
門
官
、
公
務
員
な
ど

を
目
指
し
て
い
る
学
生
が
多
い
の
が
特

徴
。
ゼ
ミ
生
は
現
在
37
人
。
ゼ
ミ
長
の

大
沼
翔
さ
ん
（
４
年
次
）
も
公
務
員
（
東

京
都
港
区
職
員
）
に
内
定
し
た
。

　
ゼ
ミ
活
動
の
内
容
は
、
２
年
次
生
が

会
計
学
、
３
年
次
生
は
税
法
・
税
務
会

計
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
、
そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
研
究
論
文
や
卒
業
論
文
を
作

成
す
る
。
大
学
院
生
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と

の
交
流
も
と
て
も
活
発
で
、
先
輩
方
に

直
接
話
を
聞
い
た
り
相
談
し
た
り
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

　
ま
た
大
学
院
商
学
研
究
科
修
士
課
程

２
年
次
の
金
城
瑳
紀
さ
ん

写
真

は

「
税
理
士
を
目
指
し
て
商
学
部
会
計
学

科
か
ら
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。
税

理
士
は
女
性
に
と
っ
て
も
大
変
魅
力
の

あ
る
、
有
意
義
に
働
け
る
仕
事
で
す
。

修
了
後
は
税
理
士
法
人
に
就
職
す
る
予

定
で
す
。
柳
ゼ
ミ
で
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　
柳
教
授
は
「
会
計
学
科
は
、

税
理
士
・
公
認
会
計
士
を
は
じ

め
多
く
の
有
為

な
人
材
を
輩
出

し
、
実
業
界
・

教
育
界
に
お
い

て
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。
学

生
た
ち
の
資
格

試
験
合
格
な
ど

の
目
的
達
成
、

将

来

を

見

据

え
た
教
育
・
研

究
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い

る
」と
語
っ
た
。

　
今
月
号
は
「
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
教
育
」

が
テ
ー
マ
。
特
徴

あ
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
柳
裕
治
ゼ
ミ
を
取
り
上
げ
る
。

ゼミ生と談笑する柳教授（右）

柳ゼミ 資格試験合格目指す

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

／
ア
ジ
ア
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー

（
研
究
代
表

小
林
守
商
学
部
教

授
）
は
、
11
月
３
日
に
国
民
経
済

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
共
催

で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ベ
ト
ナ

ム
の
ハ
ノ
イ
で
行
っ
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
異
文
化
に
お
け

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
知
識
の
移

転
」。
国
民
経
済
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
の
教
員
や
学
生
、
本
学

教
員
を
含
め
た
約
30
人
の
聴
衆
を

前
に
関
連
テ
ー
マ
の
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

　
国
民
経
済
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
と
本
学
商
学
研
究
所
は
２
０

１
１
年
に
国
際
交
流
組
織
間
協
定

を
結
ん
で
お
り
、
15
年
に
大
学
間

協
定
に
発
展
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
先
立

ち
、
小
林
代
表
か
ら
同
大
学
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
の
こ
れ
ま
で
の

関
わ
り
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣

旨
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
内
野
明

商
学
部
教
授
の
司
会
の
も
と
、
講

演
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る

文
化
の
違
い
に
つ
い
て
三
つ
の
視

点
で
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
ま
ず
上
田
和
勇
商
学
部
教
授
が

ベ
ト
ナ
ム
の
事
例
に
基
づ
く
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
異
文
化
リ
ス
ク
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
で
、
次
に

国
民
経
済
大
学
ト
ラ
ン
・
チ
・
バ

ン
・
ホ
ア
副
学
長
ら
が
ベ
ト
ナ
ム

の
大
学
と
日
本
企
業
と
の
知
識
移

転
の
あ
り
方
の
視
点
で
、
最
後
に

国
民
経
済
大
学
レ
・
チ
・
ラ
ン
・

フ
ン
准
教
授
ら
が
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
企
業
の
知
的
資
本
の
あ
り
方

の
視
点
で
報
告
を
行
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
司
会
を
内
野
教
授
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
小
林
代
表
が
務

め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
上
田
教

授
、
ト
ラ
ン
・
チ
・
バ
ン
・
ホ
ア

副
学
長
、
レ･

チ･

ラ
ン･

フ
ン

　
ア
ジ
ア
各
国
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
（
幸
福
）
に
関
す
る
国
際
比

較
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
国
際

的
な
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構

築
を
目
指
す
社
会
知
性
開
発
研
究

セ
ン
タ
ー
／
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
の

国
際
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
11
月
23

日
か
ら
25
日
ま
で
３
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
、
延
べ
１
５
１
人
が

参
加
し
た
。

　
前
半
の
２
日
間
は
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
研
究
者
に
よ
る
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
、

原
田
博
夫
研
究
代
表
（
経
済
学
部

教
授
）、
佐
々
木
重
人
学
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
日
本
、
韓
国
、
台

湾
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ

イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
発
表
・
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　
最
終
日
の
25
日
は
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し

て
行
わ
れ
、「
ア
ジ
ア
に
お
け
る

『
豊
か
さ
』
の
新
し
い
形
」
を
テ

ー
マ
に
基
調
講
演
の
ほ
か
、
各
国

研
究
者
に
よ
る
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
原
田
代
表
、

日
髙
義
博
理
事
長
か
ら
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。
原
田
代
表
は
前
身
の

社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー

（
２
０
０
９
年
〜
13
年
）
か
ら
続

く
活
動
を
振
り
返
り
、「
各
国
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
が

で
き
、
８
カ
国
90
人
の
研
究
者
が

関
与
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ

た
。
収
集
し
た
膨
大
な
デ
ー
タ
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
公
開
す
る
。
次
代
を

担
う
研
究
者
に
よ
っ
て
、
次
に
つ

な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。

　
総
合
司
会
は
金
井
雅
之
人
間
科

学
部
教
授
が
担
当
。
基
調
講
演
で

は
大
阪
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
の
大
竹
文
雄
教
授
と
星
槎
大
学

の
細
田
満
和
子
副
学
長
・
教
授
の

２
人
が
登
壇
し
た
。

　
格
差
や
労
働
な
ど
の
視
点
か
ら

幸
福
度
に
つ
い
て
研
究
す
る
大
竹

教
授
は
「
相
対
所
得
、
相
対
意
識

と
幸
福
度
」
を
テ
ー
マ
に
幸
福
度

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

読
み
解
き
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
が
高

い
人
、
地
域
ほ
ど
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
度
が
高
い
」
と
論
じ
た
。

　
細
田
教
授
は
「
幸
せ
の
国
」
と

呼
ば
れ
る
ブ
ー
タ
ン
を
取
り
上

げ
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
た

め
の
レ
ッ
ス
ン
‥
ブ
ー
タ
ン
に
お

け
る
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
総
幸
福
量
）

を
目
指
す
教
育
哲
学
と
実
践
を
手

が
か
り
に
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

Ｇ
Ｎ
Ｈ
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
。

　
そ
の
後
、
日
本
以
外
の
各
国
研

究
者
７
人
に
よ
る
報
告
が
な
さ
れ

た
。
原
田
代
表
、
嶋
根
克
己
人
間

科
学
部
長
・
教
授
の
進
行
で
登
壇

者
９
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
今
後
の
ア
ジ
ア

社
会
に
お
け
る
豊
か
さ
を
考
え
る

上
で
興
味
深
い
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。

８
カ
国
の
研
究
者
が
調
査
結
果
報
告

アジア産業研究センター

異
文
化
が
も
た
ら
す
ビ
ジ
ネ
ス
課
題

准
教
授
が
参
加
し
、
日
本
と
ベ
ト

ナ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
文
化

の
違
い
が
も
た
ら
す
課
題
と
そ
の

解
決
方
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議

論
し
た
。

　
な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
14
年
度
「
私
立
大
学
戦
略
的

研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
」
に
採

択
さ
れ
た
「
メ
コ
ン
諸
国
に
お
け

る
経
済
統
合
の
中
小
企
業
へ
の
影

響
に
つ
い
て
の
研
究
｜
『
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
』
の
観

点
か
ら
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
こ
れ

ま
で
の
５
年
間
実
施
し
た
メ
コ
ン

地
域
５
カ
国
（
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
）
の
調
査
結
果
報
告
も
な

さ
れ
た
。

◇

12
月
15
日
（
土
）
に
は
、
山
口

県
下
関
市
の
東
亜
大
学
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
す
る
予
定
。

（
岩
尾
詠
一
郎
商
学
部
教
授
）

東ユーラシア地域論の現在

ソーシャル・ウェルビーイング研究センター

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
意

見
を
交
わ
す
各
国
研
究
者

25
日

歴
史
や
考
古
学
に
興
味
を
持
つ

多
く
の
聴
講
者

古代東ユーラシア研究センター

国
際
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

日
本
、
ベ
ト
ナ
ム
の
研
究
者

ら
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
文

化
の
違
い
を
話
し
合
っ
た

ハ
ノ
イ
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

４
研
究
者
が
講
演

研究センター
社会知性開発


